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安全データシート(SDS) 

 

 

【１． 化学物質等及び会社情報】 

製品名   ：グロビゲンD ストップ 

会社名   ：株式会社 イーダブルニュートリション・ジャパン  

住 所   ：岐阜県岐阜市佐野 839-7 

電話番号  ：058-235-7303 

FAX 番号  ：058-235-7505 

推奨用途及び使用上の制限：混合飼料として用いる。 

 

 

【２． 危険有害性の要約】 

GHS 分類 

 物理化学的危険性：分類対象外 

 人健康有害性   

  急性毒性（経口） ：区分外 

  急性毒性（経皮） ：区分外 

急性毒性（吸入） ：分類できない 

皮膚腐食性／刺激性：区分外 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性：区分外 

呼吸器感作性   ：分類できない 

皮膚感作性    ：分類できない 

生殖細胞変異原性 ：区分外 

発がん性     ：区分外 

生殖毒性     ：分類できない 

特定標的臓器／全身毒性(単回暴露)：分類できない 

特定標的臓器／全身毒性(反復暴露)：分類できない 

吸引性呼吸器有害性：分類できない 

 環境有害性 

  水生環境急性有害性：分類できない 

  水生環境慢性有害性：分類できない 

GHS ラベル要素 

 絵表示又はシンボル ：なし 

 注意喚起語     ：なし 

 危険有害性情報   ：皮膚、眼等への接触により炎症をおこすことがある。 

粉塵や飛沫を吸入するとアレルギー症状を引き起こすことが

ある。 
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 注意書き      【予防策】 

必要に応じて個人用保護具や換気装置を使用し、曝露を 

避ける事。粉塵は吸入しない事。取扱い後は手をよく洗う事。 

           【対応】 

気分が悪い時は、医師に連絡し手当てを受ける事。 

吸入した場合： 

被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で

休息させる事。 

            皮膚に付着した場合： 

皮膚を速やかに洗浄する事。 

眼に入った場合： 

水で数分間注意深く洗う事。コンタクトレンズを着用していて

容易に外せる場合は外す。その後も洗浄を続ける事。   

眼の刺激が続く場合は、医師の診断及び手当てを受ける事。 

飲み込んだ場合： 

清潔な水で口の中をよく洗浄する事。 

【保管】 

涼しくて、換気の良い場所で直接日光や雨水を避け貯蔵する事。 

【廃棄】 

内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理 

業者に業務委託する事。 

 

 

【３． 組成、成分情報】 

単一製品・混合製品の区別：混合製品 

化学名又は一般名     ：ブドウ糖、塩化ナトリウム、炭酸水素ナトリウム 

酵母細胞壁、塩化カリウム、全卵粉末、ビタミンA 

ビタミンD3、ビタミンE 

 

化学特製        ：ブドウ糖を主成分とする粉末製剤  

成分 含有量 化学式 CAS 登録番号 官報公示整理番号 

ブドウ糖 非公開 C6H12O6 50-99-7 8-46 

塩化ナトリウム 非公開 NaCl 7647-14-5 1-236 

炭酸水素ナトリウム 非公開 NaHCO3 144-55-8 1-164 

酵母細胞壁 非公開 特定できず 該当なし 該当なし 

塩化カリウム 非公開 KCl 7447-40-7 1-228 

全卵粉末 非公開 特定できず 該当なし 該当なし 

ビタミンA 非公開 C20H30O 68-26-8 9-1029 

ビタミンD3 非公開 C27H44O 67-97-0 9-1054 

ビタミンE 非公開    C29H50O2 59-02-9 9-864 
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【４． 応急処置】 

吸入した場合     ：被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で 

休息させる事。気分が悪い場合は、医師の手当て、診断を受け

る事。 

皮膚に付着した場合  ：皮膚を速やかによく洗浄する事。気分が悪い場合は、医師の手 

当て、診断を受ける事。 

眼に入った場合    ：水で数分間注意深く洗う事。コンタクトレンズを着用して 

容易に外せる場合は外す。その後も洗浄を続ける事。 

眼の刺激が続く場合は、医師の診断及び手当てを受ける事。 

飲み込んだ場合    ：清浄な水でよく口の中を洗浄する事。気分が悪い時は、医師の 

手当て診断を受ける事。 

予想される急性症状及び遅発性症状：吸入した場合：咳 

 

 

【５． 火災時の措置】 

消火剤        ：水噴霧、粉末消火剤 

特有の危険有害性   ：情報無し 

特有の消火方法    ：火元への燃焼源を断ち、適切な消火器を使用して消火する。 

            消火作業は、可能な限り風上から行う。 

消火作業を行う者の保護：消火作業の際は、周辺火災に応じて適切な空気呼吸器、 

化学用保護服を着用する。 

 

 

【６． 漏出時の措置】 

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置： 

直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。 

作業者は適切な保護具を着用し、眼、皮膚への接触や吸入を 

避ける。必要に応じた換気を確保する。 

環境に対する注意事項 ：河川等への排出を防ぎ、環境への影響を起こさないように 

注意する。環境中に放出してはならない。 

除去方法       ：漏洩物を掃き集め空容器に回収し、後に廃棄処理を行う。 

二次災害の防止策   ：床面に残ると滑る危険性があるため、こまめに処理を行う。 

 

【７． 取扱い及び保管上の注意】 

取扱い 

 技術的対策     ：曝露防止及び保護措置の設備対策を行い、保護具を着用する。 

 局所排気・全体換気 ：曝露防止及び保護措置の局所排気・全体換気を行う。 

 安全取扱注意事項  ：静電気放電に対する予防処置を講ずる事。接触、吸入、又は飲

み込まない事。空気中の濃度を上げないために排出用の換気を

行う事。取扱い後は手をよく洗う事。 
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保管 

 保管条件       ：涼しくて、換気の良い場所で直接日光や雨水を避けて貯蔵する。 

 容器包装材料     ：包装、容器の規制はないが密閉式の破損しないものに入れる。 

 

 

【８． 曝露防止及び保護措置】 

管理濃度       ：設定されていない。 

許容濃度       ：設定されていない。 

設備対策       ：この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と 

安全シャワーを設置したほうがよい。 

工程で防塵が発生するときは、空気汚染物質の濃度を上げない

ために換気装置を設置する。 

保護具         

 呼吸器の保護具   ：適切な呼吸器保護具を用意する事。 

 手の保護具     ：必要に応じて適切な保護手袋を使用する事。 

 眼の保護具     ：必要に応じて個人用の眼の保護具を使用する事。 

 皮膚及び身体の保護具：必要に応じて適切な保護衣、保護面を使用する事。 

衛生対策      ：取扱い後は手をよく洗う事。 

 

 

【９． 物理的及び化学的性質】 

 形状        ：粉末 

 色         ：淡灰色~淡黄褐色 

 臭い        ：特有な臭いがある 

 ｐＨ        ：データなし 

 沸点        ：データなし 

 融点        ：データなし 

引火点       ：データなし 

爆発範囲      ：データなし 

蒸気圧       ：データなし 

蒸気密度      ：データなし 

比重（密度）    ：データなし 

水溶解性      ：水に可溶 

自然発火性     ：なし 

分解温度      ：データなし 

臭いの閾値     ：データなし 

蒸発速度      ：データなし 

燃焼性（個体、ガス）：データなし 

粘性        ：データなし 
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【10. 安定性及び反応性】 

化学的安定性     ：データなし 

危険有害反応性の可能性：データなし 

避けるべき条件    ：データなし 

混触危険物      ：データなし 

危険有害のある分解生成物：データなし 

 

【11. 有害性情報】 

急性毒性 

経口        ：データ不足のため分類できない。 

経皮        ：データ不足のため分類できない。 

吸入（粉じん）   ：データ不足のため分類できない。 

呼吸器感作性又は皮膚感作性 

呼吸器感作性    ：粉塵や飛沫を吸入することにより、感作を引き起こす場合が 

ある。 

皮膚感作性     ：長期、又は繰り返し接触することにより、感作を引き起こす 

場合がある。 

皮膚腐食性・刺激性  ：長期、又は繰り返し接触するとアレルギー性炎症を 

引き起こすことがある。 

眼に対する重篤な損傷・刺激性：データ不足のため分類できない。 

生殖細胞変異原性   ：データ不足のため分類できない。 

発がん性       ：データ不足のため分類できない。 

生殖毒性       ：データ不足のため分類できない。 

特定標的臓器・全身毒性（単回曝露）：データ不足のため分類できない。 

特定標的臓器・全身毒性（反復曝露）：データ不足のため分類できない。 

 

 

【12. 環境影響情報】 

水生環境急性有害性（単回曝露）：データ不足のため分類できない。 

水生環境慢性有害性（反復曝露）：データ不足のため分類できない。 

生態毒性       ：データ不足のため分類できない。 

残留性／分解性    ：生分解性あり 

土壌中の移動性    ：データ不足のため分類できない。 

生態蓄積性      ：データ不足のため分類できない。 

 

 

【13. 廃棄上の注意】  

残余廃棄物       ：廃棄物においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従う事。 

都道府県知事のどの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしく

は地方公共団体がその処理の委託を行っている場合にはそこに

委託して処理する。 
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廃棄物の処理を委託する場合は、処理業者に危険性、有害性を

十分告知の上処理を委託する。 

汚染容器及び包装   ：関連法規並びに地方自治体の基準に従って適切に処分を行う。 

空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去する事。 

 

 

 

【14. 輸送上の注意】 

国際規制 

 海上規制情報    ：非危険物 

 航空規制情報    ：非危険物 

国内規制 

 陸上規制情報    ：非該当 

 海上規制情報    ：非危険物 

 航空規制情報    ：非危険物 

特別の安全対策    ：輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れの 

ないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 

重量物を上積みしない。 

 

 

【15. 適用法令】 

労働安全衛生法    ：該当しない 

毒物及び劇物取締法  ：該当しない 

飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律：混合飼料 

 

 

【16. その他】 

問合せ先 

会社名       ：株式会社 イーダブルニュートリション・ジャパン  

住 所       ：岐阜県岐阜市佐野839-７ 

電話番号      ：058-235-7303 

FAX番号       ：058-235-7505 

 

記載内容は現時点で入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、記載のデータ

や評価に関しては、いかなる保証をなすものでははりません。 

また、記載事項は通常の取扱いを対象としたものですので、特別な取扱いをする場合には

新たに用途・用法に適した安全対策を実施の上、お取扱い願います。 


